
第５学年 算数科学習指導案 
 

日 時 平成３０年 １０月５日(金) ５校時 

児 童 ５年１組 男子１３名 女子１５名 計２８名 
指導者 ＊＊＊＊ 

                      
１ 単元名 分数をもっとくわしく調べよう 
 
２ 単元について 

(1) 児童について 
 
  －省略― 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(2) 指導にあたって 
 本単元では、分数について理解を深めるとともに、異分母の分数の加法や減法の計算の仕方を考
え、それらの計算ができるようにすることをねらいとしている。その際、単に複雑な計算指導に終
始するのではなく、計算を通して分数についての理解を深め、今後の学習に活用できることを意識
して指導にあたりたい。 
「話す・聞く、学び合う」活動については、自分が考えたことを伝えたり、わからなかったとこ

ろのヒントをもらったりする場としてペア学習を取り入れて進めていく。全体学びでは、わかりや
すい説明の仕方を考えながら発表することを意識させ、話し方のスキルをさらに磨いていく。考え
を説明するだけでなく、その中からよりよい解決方法はどれなのかを全体学びで考えさせていく。  
 本時の指導にあたっては、「分数と小数をたす」という単元の中でも経験したことのない新しい
課題であるので、児童は難しさを感じると考えられる。そこで既習事項の想起から分数か小数にそ
ろえられれば計算できることに気づかせたい。１つ目の問題を解くことで、分数か小数にそろえる
と解決できることにたどり着くが、２つ目の問題で同じように考えると小数で表すことができな
い分数の存在があることにつまずく児童もいると予想される。分数を小数で表すことができなく
ても、小数を分数で表すことができることに気づかせることで、いつでも使える方法は分数にそろ
える方法であることを引き出していく。また、この課題に取り組むことで、分数のよさにもふれさ
せたい。 

 
３ 単元の目標 

◎分数の性質や異分母の分数の加法及び減法の意味について理解し、それらを用いることができるよ
うにするとともに、数についての感覚を豊かにする。 

〔関心・意欲・態度〕  
○大きさの等しい分数の存在を認め、約分や通分の意味や異分母の分数の加法及び減法の計算の 
仕方を考え、分数の意味の理解を深めようとする。 

〔数学的な考え方〕   
○単位の考え方に着目して分母をそろえることの意味を考え、異分母の分数の加法及び減法の計算 
をとらえることができる。 

〔技能〕        
    ○約分、通分や異分母の分数の加法及び減法の計算をすることができる。 

〔知識・理解〕      
○分数の性質や約分、通分の意味、異分母の分数の加法及び減法の意味やそれらの計算のしかたを 
理解する。 

 



４ 本時の指導 

(1) 目標 

分数及び小数についての感覚を豊かにするとともに、分数と小数の加減混合計算の仕方を理解す

る。 

 

(2) 本時の評価の観点と具体の評価規準 

評価規準 Ｂおおむね満足できる Ｃ支援を要する児童への手立て 

【知】分数と小数の加減混

合計算は、分数か小数にそ

ろえれば計算できること

を理解している。 

分数と小数の加減混合計算を、

分数か小数にそろえて計算でき

ることや、分数にそろえるといつ

でも計算できることを理解して

いる。 

分数を小数で表したり、小数

を分数で表したりできることを

想起させ、どちらかにそろえる

と計算できることに気づかせ

る。 

 

(3) 本時の展開（９／１２） 研究テーマとの関連=☆ 

段
階 

学習活動 指導上の手立て（評価） 

 

つ
か
む 

 

（
８
分
） 

１ 問題把握 

・問題文からわかることを発表する。 

○今までは分数同士の計算だったが、今回は 

分数+小数の計算。 

○一緒に計算できるのかな。 

○このままでは計算できない・・・。 

 

２ 課題設定 

 

 

 

 

 

３ 見通し 

・既習の計算との違いから小数同士、分数同士 

なら計算できることに気づく。 

○
２

５
 を小数に直して計算すればできそう。 

○０．３を分数に直して計算すればできそう。 

２

５
 + ０．３の計算の仕方を考えましょう。 

 

・小数同士の加減計算や分数同士の加減計 

算をしながら、既習事項を確かめる。 

・既習事項との違いを確認し、新しく学ぶ 

ことを確認する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆初めての型であるので、なかなか考えが 

出ないことが予想される。既習事項であ 

る分数は小数で、小数は分数で表せるこ 

とを想起させ、分数や小数にそろえると 

計算できることに気づかせたい。 

分数と小数のまじった計算の仕方を考え

よう。 



 

考
え
る
（
30
分
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

４ 自力解決  

・
２

５
 + ０．３の計算をする。 

・小数を分数で表して計算する。 

  

 

 

 

 

 

・分数を小数で表して計算する。 

 

 

 

 

・ペア学習で、解き方と答えを伝え合う。 

 

 

５ 学び合い 

・全体学びで、小数を分数で表して計算した方法

と分数を小数で表して計算した方法を説明す

る。 

 

 

・2つ目の問題に取り組み、分数にそろえること

のよさを話し合う。 

 

 

 

 

・分数を小数で表す方法と、小数を分数で表す

方法を比べる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○分数を小数に直そうとしたけど、できなかっ

た。 

○小数を分数に直すことは、どの小数でもでき

る。 

○小数に直せない分数がある。 

 

 

・小数を分数に、分数を小数に直せないで 

いる児童に支援する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ペア学習では、分数と小数のどちらにそ 

ろえたのかを伝えるようにさせる。わか 

らないときは、相談してもよいことにす 

る。 

・答えの
７

１０
 と０．７は同じ大きさである 

ことを確かめる。 

・分数は小数で、小数は分数で表すと計算 

できることを確認する。 

 

 

 

 

 

 

 

・１問目の考えを用い、分数にそろえるの 

か小数にそろえるのかを考えてから取り 

組むようにさせる。 

☆分数を小数で表せない場面での、迷いや 

つまずきが予想される。困ったことを出 

させ、小数に表すことができない分数が 

あることに気づかせたい。 

・小数はいつでも分数に表すことができる 

ことに気づかせたい。 

 

 

 

 

 

・小数を分数で表すことは、どの小数でも 

できることに気づかせ、いつでも使える 

方法は分数であることをおさえる。 

２

３
 + ０．５の計算の仕方を考える。 

 



６ まとめ 
 

分数と小数のまじった計算は、どちらか

にそろえて計算します。 

分数を小数に直せないときは、分数にそ

ろえて計算します。 

 

・本時でわかったことを、個々でまとめさ 

せ、全体で確認する。 

 

 

 

 

 

生
か
す
（
７
分
） 

７ 評価問題  

・まとめを生かして、練習問題を解く。 

① 0.6 + 
２

５
 

② 
１

３
 + 0.75 

 

 

 

 

 

 

 

８ 振り返り 

 

 

 

・問題に取り組む際に、小数にそろえるか、 

分数にそろえるかを明確にして考えさせ、 

なぜその考えを選んだのか理由も話させ 

るようにする。 

 

 

 

 

 

 

 

・本時の学びでわかったこと、学んでよか 

ったこと、できるようになったことなど 

をノートに書く。 

 

 

《評価》【知】分数と小数の加減混合計

算は、分数か小数にそろえれば計算で

きることを理解している。 

（発言・ノート） 

 


